
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分子生命化学分野 
Laboratory of Molecular Life Science 

タンパク架橋剤による酵素安定化 

   NADPH oxidaseは活性が不安定なことで有名な酵素で、そのことが本酵素

の実体と単離の妨げになっていました。私達はこの問題を解決すべく様々な

取り組みをしましたが、その中で最初にうまくいったのはタンパク架橋剤を

使う方法でした。必要なサブユニット（サイトソル因子）を混ぜて活性化し

ておき、EDCという架橋剤を加えて複合体が解離するのを防いだのです。しか

し、この方法も初めからうまくいったわけではありません。というのも反応

させるためにはある程度の温度と時間が必要ですが、その間に酵素が失活し

てしまうのです。注意深く反応条件を変えてみて、０℃で１２時間反応させ

ることでついに安定な酵素を得ることができました。この安定化酵素は並は

ずれて安定で、ふつうの酵素なら失活してしまう３７℃という温度で１時間

おいてもなお８０％の活性がありました。この方法は、酵素の性質を調べる

のに大変役立ちましたが、もうひとつ重要な意味がありました。それはNADPH 

oxidaseにサブユニットが会合することが活性化で、解離することが失活
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

とい

う仮説が証明されたことです。そしてサブユニットの中でもとくにp47が安定

性に大事であることを、このタンパク質をもたない遺伝病患者の好中球サイ

トソルを用いて明らかにしました。 
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